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「
願
記
等
」
と
は
、
宗
門
の
最
高
法
規
で
あ

る
『
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
法
』
や
宗
派
の
法

人
規
則
で
あ
る
『
宗
教
法
人
「
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
」
宗
規
』
を
は
じ
め
、
一
般
寺
院
に
関
す

る
手
続
き
等
を
規
定
す
る
『
寺
院
規
程
』
と
い

っ
た
諸
規
則
や
各
寺
院
の
法
人
規
則
で
あ
る

『
寺
則
』
に
基
づ
き
、
寺
院
や
僧
侶
が
総
局
に

提
出
す
る
、
申
請
書
・
願
書
や
届
書
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

「
願
記
等
」
に
は
、「
寺
則
変
更
承
認
申
請

書
」
や
「
除
却
新
築
承
認
申
請
書
」
と
い
っ
た

寺
院
関
係
の
手
続
き
や
、「
住
職
任
命
申
請
書
」

や
「
責
任
役
員
任
命
申
請
書
」、「
門
徒
総
代

届
」
と
い
っ
た
役
員
関
係
の
手
続
き
、
ま
た

「
改
姓
（
名
）
届
」
や
「
所
属
寺
変
更
許
可
申

請
書
」
と
い
っ
た
個
人
関
係
の
手
続
き
に
必
要

な
書
類
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
寺
院
関
係
と
し
て
、
門
徒
総
代
の

定
数
を
増
員
す
る
場
合
に
は
、「
寺
則
変
更
承

認
」
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。〈『
宗

報
』（
平
成
29
年
６
月
号
）
参
照
〉

『
寺
院
規
程
』
に
は
、「
寺
院
が
寺
則
を
変
更

宗門総合振興計画 vol. 8 - 12

寺院の適切な管理運営について

寺院活動支援部〈一般寺院担当〉

宗
門
総
合
振
興
計
画
の
重
点
項
目
６
に
掲
げ
る
「
組
織
の
役
割
の
確
認
」
の
推
進
事

項
⑼
「
寺
院
の
現
状
把
握
と
自
己
診
断
に
つ
と
め
、
各
寺
院
で
必
要
と
さ
れ
る
活
動
の

展
開
に
つ
い
て
、
専
門
的
立
場
か
ら
支
援
を
行
う
」
に
お
け
る
「
⑳
寺
院
・
門
徒
・
地

域
の
活
性
化
促
進
の
た
め
、
各
寺
院
が
置
か
れ
る
現
状
の
把
握
と
自
己
診
断
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
基
に
専
門
的
な
支
援
を
行
う
」
の
一
環
と
し
て
、
平
成
29
年
度
は
『
宗

報
』
に
お
い
て
、
適
正
な
寺
院
運
営
の
啓
蒙
・
普
及
を
図
る
た
め
、『
宗
教
法
人
の
実

務
と
運
用
の
手
引
』
の
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
寺
院
の
運
営
に
直
接
関
わ
る
願
記

等
の
取
り
扱
い
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
門
徒
総
代
に
諮
問

し
、
責
任
役
員
の
３
分
の
２
以
上
の
多
数
の
議

決
を
経
て
、
総
長
の
承
認
を
受
け
た
後
、
所
轄

庁
に
認
証
の
申
請
を
す
る
も
の
と
す
る
」
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、『
寺
則
』
に
お
い
て
も
同
様

に
規
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、『
寺
則
』
を
変
更
す
る
場
合
に

は
、『
寺
院
規
程
』
や
『
寺
則
』
に
基
づ
く
手

続
き
と
し
て
、「
寺
則
変
更
承
認
申
請
書
」
を

作
成
し
、
総
局
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
寺
院
関
係
と
し
て
、
寺
院
の
本
堂
が

老
朽
化
し
た
た
め
、
除
却
し
、
あ
ら
た
に
新
築

す
る
等
と
い
っ
た
場
合
に
は
、「
財
産
処
分
」

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。〈『
宗
報
』

（
平
成
30
年
１
月
号
）
参
照
〉

こ
れ
に
つ
い
て
、『
寺
則
』
に
は
、
寺
院
が

財
産
の
処
分
等
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、

「
門
徒
総
代
に
諮
問
し
、
そ
の
行
為
の
少
な
く

と
も
１
か
月
前
に
、
門
徒
そ
の
他
の
利
害
関
係

人
に
対
し
、
そ
の
行
為
の
要
旨
を
示
し
て
そ
の

旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
ま
た

「
こ
の
寺
院
の
境
内
地
及
び
境
内
建
物
そ
の
他

の
重
要
な
財
産
を
処
分
し
、
又
は
担
保
に
供
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
総
長
の
承
認
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
堂
を
除
却
し
新
築
す
る
場
合

に
お
け
る
「
財
産
処
分
」
の
手
続
き
と
し
て
、

「
除
却
新
築
承
認
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
上
記
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、『
宗

報
』（
平
成
29
年
５
月
号
）
に
掲
載
の
通
り
、
宗

教
法
人
が
規
則
（
寺
則
）
の
変
更
を
行
う
場
合

は
、
所
轄
庁
の
「
認
証
」
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
ま
た
宗
教
法
人
が
「
財
産
処
分
」

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
「
公
告
」
を
行
う
こ

と
が
、『
宗
教
法
人
法
』
に
お
い
て
も
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
寺
院
の
役
員
や
個
人
に
関
す
る
手

続
き
等
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
派
の
諸
規

則
、『
寺
則
』
や
『
宗
教
法
人
法
』
等
で
規
定

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
寺
院
を
運
営
す
る

う
え
で
、
様
々
な
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
こ

れ
ら
関
連
の
規
則
に
基
づ
く
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
手
続
き
を
行
う
た
め
に
、
宗
派

に
お
い
て
必
要
に
応
じ
た
「
願
記
等
」
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
号
以
降
、
順
次
ご
紹

介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、「
願
記
等
」
に
つ
い
て
は
、
本
願
寺

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
寺
の
情
報
箱
」
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
参
照
い
た
だ

き
、
適
正
な
寺
院
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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